


フルカラーMDF製オリジナル木製冷蔵庫マグネット
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Details
SEOタイトル：フルカラーMDF製オリジナル木製冷蔵庫マグネット メタディスクリプション：フルカラーMDF製オリジナル木製冷蔵庫マグネットを計画。プロジェクト見積もりを
依頼する前に、アートワーク、裏面材、サンプル確認、包装を比較しましょう。
 

オリジナル印刷の木製冷蔵庫マグネットは、写真、イラスト、ブランドアートワークをパーソナライズされたMDF記念品に仕上げます。本製品は無垢材ではなく中密度繊維板を使用して
います。サイズ、厚み、印刷方法、磁気裏面材、包装はプロジェクトごとの確認が必要であり、保持性能と耐久性は実物サンプルで検証する必要があります。

記念品バイヤー、イベントプランナー、ブランド販促品チーム向け

観光地のイラスト、結婚式の日付、オリジナルアートワークによって、この形式に明確な目的が生まれます。ギフトショップは統一感のある記念品コレクションを計画でき、イベント主催者
はパーソナライズされた記念品を開発でき、イラストレーターはデザインを実物の販売商品にできます。各プロジェクトでは、画像の細部、完成サイズ、見せ方、予算の異なるバランスが必
要です。

まず、受取人が想定する用途から考えます。装飾用の記念品は自重で貼り付いた状態を保つ必要があります。お知らせを留められると訴求するマグネットには、追加の荷重試験が必要です。
結婚式用デザインでは氏名と日付の読みやすさが必要であり、小売コレクションでは素材と磁力による機能がすぐに理解できる包装が必要です。



説得力のあるモックアップは始まりにすぎません

魅力的なアートワークが読めない小さな印刷、想定外の素材、または使用予定の表面に適さない裏面材になると、コストのかかる不一致が生じます。小売業者にとっては返品につながり得ま
す。イベントプランナーにとっては、納品後に修正しようとしても本番まで時間が残っていない場合があります。

実務的な解決策は、印刷面、MDFのエッジ、磁気取付部、包装を含む完成品全体を承認することです。以下の仕様策定とサンプリング手順を使い、ビジュアル案を購買要件書に変換してく
ださい。レンダリングや他社の性能主張を、自社注文の根拠として扱ってはいけません。

コンセプトイラスト：表示されているデザインと見せ方は、承認済みの生産サンプルではありません。

このページの内容

印刷MDFマグネットを選ぶと、何を注文することになるのですか？
アートワークをサンプル作成可能な仕様にするには？
どの構造と購買上の選択がプロジェクトに適していますか？
注文前に何を決めるべきですか？
完全なプロジェクト要件書で次の判断を行う

印刷MDFマグネットを選ぶと、何を注文することになるのですか？ ↑
本製品は、フルカラー印刷を施したオーダーメイドのMDF製冷蔵庫マグネットです。MDFは木質繊維を成形した板材で、無垢材や合板ではありません。「木製」と表現すると製品カテ
ゴリー全体を指すにとどまりますが、MDFと明記することで、購買担当者や顧客に実際の基材が正確に伝わります。

天然木に見られる節や連続した木目を期待しないでください。見える木目がデザインの中心である場合、それは別途検討すべき異なる素材要件です。印刷された木目調グラフィックを、板材
本来の天然木目として提示してはいけません。

装飾面と磁石による取り付け部は、それぞれ異なる役割を担います。装飾面には原稿データを印刷し、裏面材によって完成品を適切な面に取り付けます。本製品はフルカラー印刷を採用して
います。印刷方式、白下刷り、保護コーティング、磁石の種類は、それぞれ個別に確認してください。

仕様項目 現状 購買要件書で確定すべき事項
基材 MDF確認済み 板材仕様および必要な材料文書



仕様項目 現状 購買要件書で確定すべき事項
装飾 オリジナルのフルカラー印刷を確認済み 印刷方式、表面前処理、色見本
完成寸法 見積もりおよびサンプリング待ち 幅、高さ、厚み（mm）
磁気取付部 仕様確定待ち 種類、寸法、位置、固定方法
単位重量 提供されていません 測定済み完成品重量（g）
最小発注数量と価格 見積もり待ち デザインごとの数量、版代、価格に含まれる項目
サンプルおよび生産時期 見積もり待ち 個別のスケジュールと承認マイルストーン
包装 合意待ち 見せ方、保護、表示、梱包数量

寸法と取引条件は、お客様のプロジェクト見積書でご確認ください。他社の仕様や納期の約束は、本製品には適用されません。

サイズは拡大した画面プレビューではなく、読みやすさに合わせる

想定する実寸でアートワークを確認してください。拡大せずに観光地名、結婚式の日付、ロゴを読めるか確認します。細部の多い写真には別のトリミングが必要な場合があり、長いメッセー
ジは簡略化が必要な場合があります。縁付近の小さな文字を承認する前に、外形を確定してください。

表面と裏面のイメージ。本画像によって寸法や厚みが確定するものではありません。

家電の表面はマグネットと同じくらい重要です

ステンレススチールは、すべての表面で使えることを保証するものではありません。マグネットが付く仕上げもあれば付かない仕上げもあります。GEも、仕上げを損傷するおそれがあるた
め、Black StainlessおよびFingerprint Resistant Stainlessのドアにはマグネットを使用しないよう勧めています。想定位置を試験する前に、次の家電の
取扱説明を確認してください。 GEの家電仕上げに関するガイダンス[1].

アートワークをサンプル作成可能な仕様にするには？ ↑

ステップ1：裏面材を選ぶ前に用途を定義する

使用予定の表示面、紙を留める必要の有無、受取人がマグネットを外すまたは位置を変える方法を書き出します。「強力なマグネット」と依頼するのではなく、実際に留める紙や写真を説明



してください。保持力は物理的寸法、荷重条件、サンプル検証に依存します。本製品について、留められる紙の枚数や荷重定格は確認されていません。

装飾用デザインでは、自重での取付状態を試験してください。機能性デザインでは、代表的な垂直面で想定荷重を加え、組み立て済みの全体を試験してください。コーティングや挟み込んだ
紙は隙間を生み、摩擦や配置はずり落ちに対する抵抗に影響します。詳細は次を参照してください。 K&J Magneticsの冷蔵庫マグネットに関するガイダンス[2].

ステップ2：印刷面と取付部を一緒に検討する

提案された印刷が下処理済みMDFに直接施されるのか、別の構造を使うのかを確認してください。白版下刷りや保護仕上げが提案されているかを確認し、淡色、濃色部、細い線への影響を
確認します。これらは仕様上の確認事項であり、現行製品に含まれることが確定した選択肢ではありません。

より広いカテゴリにおける裏面材の候補には、柔軟なマグネットストリップや埋め込み式の円盤マグネットがあります。素材名だけでなく、サンプルで比較してください。接触面積、位置、
固定方法を記録します。埋め込み部品にも保持確認が必要であり、柔軟な裏面材にも接着性と平坦性の確認が必要です。

印刷面と基材の端面を拡大したイメージ。仕上がりと構造は、サンプルの承認が必要です。

接触面に、突出部品、粗いエッジ、入り込んだ異物がないか確認してください。保護層が提案されている場合は、完成時の接触状態を変えるため、保持試験に含めてください。印刷と磁気裏
面材を無関係な部品として承認しないでください。

ステップ3：実物サンプルを作る前にアートワークの入稿前確認を行う

ロゴや外形線には、可能であればベクターデータを用意し、元の高解像度写真またはイラストも併せて提出してください。最終印刷サイズでラスター画像の細部を確認します。解像度設定を
変更しても、失われた画像情報は復元できません。最終データを書き出す前に、選択した生産方式の入稿要件を確認してください。

外形： カットパスを見えるアートワークから分け、壊れやすい突起部を特定します。
トリミング： 顔、氏名、不可欠なデザイン要素を完成端から離して配置します。
色： 重要なブランドカラーと、承認に用いる実物見本を特定します。
印刷層： 白版、コーティング、その他の特殊処理はそれぞれ個別に確認します。
文字： 拡大画面だけでなく実寸で、綴り、日付、細部を確認します。
権利： 写真、イラスト、ブランドマークを複製する許諾を確認します。



無地の素材、印刷面、裏面のイメージ表示です。お客様のご注文に対する完成した原稿チェックではありません。

デジタル校正は、レイアウト、綴り、位置を確定します。表面の手触り、MDF上での正確な色、取付強度、擦れへの耐性を確定するものではありません。これらの判断は、生産注文と同じ
想定構造の実物サンプルで行ってください。

ステップ4：生産開始前に完成サンプル全体を承認する

提案する購買手順は、仕様合意、アートワーク確認、実物サンプリング、書面承認、生産、検査です。実際の製造工程は、確定した印刷・カット方法に依存します。この手順は承認の枠組み
であり、設置済みの設備や既存の生産確約を示すものではありません。

一貫した観察条件で、表面、裏面、エッジを確認してください。一貫性が重要な場合は、見栄えのよい写真枚に頼らず、複数個を検査します。予定する台紙または個別保護材を含め、製品が
実際に届き、提示される状態まで承認範囲に入れてください。



完成品のイメージ表示です。特定の工場、印刷方式、生産能力を示すものではありません。

承認済みサンプルを保管し、アートワークの版、素材、仕上げ、裏面材、包装を記録してください。これらの項目を変更する場合は、生産を進める前に確認を要することに合意します。ある
印刷方式で作成したサンプルを、別の方式で作る量産注文へ無断で変更してはいけません。

見積書では、サンプルの納期、製造の納期、出荷を別々に示してください。どの承認が製造スケジュールの起点となるのか、また修正がそれにどう影響するのかを明確にしてください。本プ
ロジェクトのMOQ、サンプルの納期、製造リードタイムを確認してください。

ステップ5：品質受入を確認可能にする

検査を始める前に不良を定義してください。例には、読めない文字、誤ったデザイン、欠けたエッジ、目立つ印刷損傷、裏面材のずれ、誤梱包があります。検査基準、ロットサイズ、サンプ
ルサイズ、受入ルールを文書で合意します。この方法は次に従います。 PPAIの製品検査ガイダンス[3]。これは、ANSI/ASQ Z1.4の通常単回抜取および一般検査水準IIを例示的
な枠組みとして示しています。

確認項目 提案する検証方法 受入前に記録する事項
印刷と色 完成品を承認済みの実物見本と比較する 観察条件と許容差
サイズとエッジ 完成寸法を測定し、カットエッジを検査する 寸法（mm）、許容差、不良例
磁気性能 合意した表面と荷重で完成マグネット全体を試験する 表面、荷重、時間、観察されたずれまたは脱落
裏面材の保持 合意した取扱試験の前後で取付状態を検査する 移動、浮き、剥離の判定基準
表面耐久性 合意した擦れ試験または湿気暴露試験を実施する 方法、暴露条件、受入基準
包装 合意した輸送シミュレーション後に梱包済みサンプルを検査する 印刷の擦れ、エッジ損傷、表示、数量

これらは提案する受入確認であり、報告済みの試験結果ではありません。試験時間、荷重、許容される変化は合意が必要です。検証済みの保持力、耐摩耗等級、耐湿性、耐用年数の数値は提
供されていません。

https://www.ppai.org/wp-content/uploads/2025/01/Product-Inspection-Best-Practices-PPAI-Public-Affairs.pdf


梱包材の横に重ねたマグネットのイメージです。合格結果、測定値、認証を示すものではありません。

抜取検査が必要な場合は、特定された致命欠陥について許容不良数ゼロとすることを協議してください。主要欠陥はAQL 2.5、軽微欠陥はAQL 4.0を協議の出発点としてください。
これらは本製品に対して確定した条件ではありません。使用する前に、適用する抜取検査方式を選定してください。AQLは、不良品を一定の割合で出荷してよいという許可ではありません。

どの構造と購買上の選択がプロジェクトに適していますか？ ↑

「木製」という言葉だけでなく、意図する結果を比較する

方式 検討する理由 評価すべきトレードオフ 本製品における位置付け

フルカラー印刷MDF 写真、イラスト、ブランドアートワーク 印刷の鮮明さ、エッジ、仕上げ、裏面材を一体として検
証する

製品アイデンティティは確認済み、詳細仕様
は未確定

印刷合板または無垢材 見える天然木目がデザインの一部である 素材の見た目が印刷結果に影響し得る 確認済みのMDF製品ではない、別の素材選
択肢

レーザー彫刻木材 彫刻または焼印のような見た目の文字と線画 彫刻だけではフルカラー写真を再現できない 別の加飾方式
透明レジンドーム付き印刷木
材 光沢があり盛り上がった見せ方 追加構造、重量、梱包、コストを確認する 実現可能性確認を要する別構造

積層木材構造 ランドマークまたはイラスト場面に物理的な奥行き
を与える 検査すべき接合面と突出した細部が増える 見積もりを要する別構造

昇華転写コートMDF 熱転写加飾用に設計されたコーティング基材 コーティングと転写工程に依存する 別の印刷方式と同等だと想定しない

この比較はカテゴリ上の代替案を区別するものであり、利用可能な選択肢の一覧ではありません。異なる基材または構造が明示的に承認されない限り、MDF仕様を維持してください。同様
に、他社の仕上げに関する主張では、本製品の耐久性は確定しません。

同じ基準で完全な見積もりを比較する

各見積もりに、デザイン数量、完成寸法、基材、印刷方式、取付部、包装を明記するよう求めてください。該当する場合、アートワーク費または版代、サンプル、特殊仕上げ、検査、運賃、
税金を分けます。一方の見積もりに個別包装が含まれ、もう一方がばら品のみを対象とする場合、低い単価は比較できません。

複数のアートワークについては、数量と費用がデザインごとか注文全体かを明確にしてください。再注文では、承認済みの仕様とアートワークに変更がないか、版代が再発生するかを確認し



ます。過去注文の価格や日程を、新規見積もりの前提として無断で用いてはいけません。

裏付けのない表示を加えずに材料文書を確認する

MDFには、一般的な「天然木」の主張ではなく、材料文書の確認が必要です。EPAは、ホルムアルデヒド規制の枠組みが適用される複合木材製品の一つとしてMDFを挙げています。
米国で購入する場合、提案された板材と完成品に適用される要件を、次を用いて評価してください。 EPAの複合木材に関するガイダンス[4]。このページは、製品の適合性を確定するもの
ではありません。

FSC認証は確認されていません。認証原料が必要な場合は、実際のサプライチェーンと予定する製品表示に関する文書を求めてください。認証製品へのラベル適用、製造または再ラベル、
請求書上の主張を伴う販売には、販促目的の利用とは異なる要件があります。詳細は次を参照してください。 FSCライセンスに関するガイダンス[5]。MDF基材も紙包装も、環境認証や
リサイクル可能性の主張を裏付けるものではありません。

装飾品と子ども用玩具を区別する

カラフルなアートワークや木製らしい外観から、子どもに適していると判断しないでください。想定使用者、マーケティング、磁気部品が分離する可能性を確認してください。16 CFR
Part 1262では、小部品シリンダーに入る緩いまたは分離可能なマグネットを含む対象マグネット製品に、磁束指数が50 kG² mm²未満であることなどの要件がありま
す。16 CFR Part 1250の対象となる玩具は、代わりに該当する玩具要件に従います。これらの適用範囲の違いは次で説明されています。 CPSCのマグネット事業者向けガイ
ダンス[6].

これらの印刷済みMDFマグネットについて、玩具試験や子ども向けの安全認証は確立されていません。「玩具ではない」という表示は、実際の設計と販売方法に基づく分類に代わるもので
はありません。取り外せる磁石部品は子どもの手の届かない場所に置き、裏面材が緩んだ場合は使用を中止してください。

包装は印刷を保護し、製品を説明するべきです

販売チャネルに合わせて包装を選んでください。小売での提示には台紙とバーコードが必要な場合があり、イベント配布では個別保護と受取人向けの明確な説明を優先する場合があります。
マグネットをカードに取り付ける場合は、受取人が想定用途を理解できるよう、どのように外れるかを示してください。

輸送中の表面同士の擦れ、エッジ欠け、湿気に対する保護を確認してください。梱包数量とカートン配置は、実際の製品寸法、梱包状態、サンプル検証に従う必要があります。カートン容量、
出荷重量、損傷率に関する主張は、ここでは確定していません。

表面、裏当て材、端面のイメージ。梱包材、包装数量、輸送性能については、別途合意が必要です。

https://www.epa.gov/formaldehyde/frequent-questions-consumers-about-formaldehyde-standards-composite-wood-products-act
https://fsc.org/en/promotional-licence
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Magnets
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Magnets


仕上げ別のケア方法が検証されるまで、乾燥した屋内での展示、柔らかい乾いた布でのやさしい清掃、浸水・蒸気・直火の回避を想定してください。インク層に関するサプライヤーの主張は、
MDF、接着剤、磁気取付部を含むアセンブリ全体の防水性能を確定するものではありません。

再注文時には、承認済みサンプル、アートワークファイル、包装仕様、検査記録を一緒に保管してください。新しいロットと比較する前に、素材または工程の変更を記録します。これにより、
古い画面画像に頼るのではなく、次回購入のための実物基準が得られます。

注文前に何を決めるべきですか？ ↑
実際の素材を明記する。 本製品はフルカラー印刷MDFであり、無垢材や合板ではありません。
完成品全体を承認する。 レイアウトの承認では、色、エッジ品質、磁気保持、包装性能は確定しません。
想定荷重を定義する。 保持力は物理的寸法、荷重条件、サンプル検証に依存します。
製品アイデンティティと未確定仕様を分ける。 サイズ、厚み、裏面材、単位重量、最小発注数量、生産時期は未確定です。
見積もりを比較可能にする。 デザイン数量、構造、包装、検査範囲、納入条件を揃えてください。
追加の主張には根拠を求める。 認証、子どもへの適性、耐久性には、カテゴリレベルの想定ではなく、関連する文書または試験が必要です。

完全なプロジェクト要件書で次の判断を行う ↑
有用な要件書は、アートワークと事業上の要件を組み合わせます。すなわち、想定する対象者、デザインごとの数量、希望寸法（mm）、展示面、装飾用または紙を留める用途、包装、仕
向地、必要な到着日です。これにより、無関係なマグネットから想定を借りるのではなく、実際のプロジェクトに対応した見積もりが可能になります。

原稿データと発注仕様書を添えて、これらの印刷済みMDFマグネットのプロジェクト見積もりをご依頼ください。

[1]GEの家電仕上げ：ステンレススチールの磁性が仕上げによって異なること、および傷つきやすい仕上げに対する注意事項を説明するメーカーガイダンスです。これは家電に関するガイダ
ンスであり、本製品の適合性試験ではありません。 ↩

[2]K&J Magnetics：磁気的な隙間、摩擦、配置、傷のリスクに関する技術ガイダンスです。このMDF製品の保持力定格は示していません。 ↩

[3]PPAI検査ガイダンス：検査基準、サンプルサイズ、受入基準を文書化するためのガイダンスです。このページで提案する確認は、完了済み検査ではありません。 ↩

[4]EPAの複合木材：MDFを含む規制対象の複合木材材料についての公式説明です。製品固有の適用性と文書は確認が必要です。 ↩

[5]FSCライセンス：販促ライセンスとCoC要件の違いに関する公式説明です。本製品についてFSCの主張は行っていません。 ↩

[6]CPSCマグネットガイダンス：対象マグネット製品に関する公式の適用範囲および試験ガイダンスで、別要件の対象となる玩具との違きも含みます。本製品を認証または分類するもので
はありません。 ↩

Product Option


